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征韓論・脱亜論など明治期の朝鮮をめぐる言説をあとづけ、近代日本人のアジア認識について考える。 

〈著者紹介〉吉野 誠（よしの まこと）：東海大学名誉教授 

 

～版元から～ 近代日本における明治期とは、征韓論の昂揚にはじまり、朝鮮への進出を目的とした日清・日露戦争をへ

て、韓国併合で幕を閉じた時代となります。中国を中心とする伝統的な国際秩序が、西欧に起源する資本主義の世界体制

に組み込まれ解体されていく過程にあって、「文明開化」「脱亜入欧」の日本は東アジアの内部からそれを食い破るべくふ

るまい、朝鮮侵略をすすめました。そのなかで、どのような議論が展開されたのか。西郷隆盛はじめ福沢諭吉、大井憲太

郎、樽井藤吉、井上毅から与謝野鉄幹らにいたるさまざまな朝鮮論を検討し、近代日本人のアジア認識について考えます。 
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